



































































































































最も多く50 . 8％に対して、 4回生
は、「 5年未満」が43. 5％、「 6～
















































14. 2年：文部科学省幼児教育の実践の質向上に関する検討会資料 H 30. 6）　保育士7 . 6年：
厚生労働省保育士等確保対策検討会資料 H 27. 11）で、勤続年数が 7年～10年以下の保育
者が約半数である。学生にとっては、自らの10年後のモデルとなる保育者の存在が少なく、
イメージとしても描きにくい実情も伺える。学生が保育職を長く続ける保育者の姿を実際
に見て、保育者の年齢に応じた保育の特色を実感し、その喜びや魅力を聞くことにより、
保育職への意欲の変化に繋がる一助となると思われる。また「待遇」の問題も大きく、幼
児教育の無償化や多職種との比較も踏まえて改善が望まれる。現状の仕事をできるように
なれば良い、今だけをみつめる保育者ではなく、未来を構築する保育者を育てるために、
現状での不足要素を補い、未来を創造できる養成校での学びの試みが望まれる。
　次に10年以上働くつもりの学生の不安をみてみると、「保育実践」「クラス運営」が挙げ
られる。これらは就職して日々の保育経験から学ぶところも大きいが、養成段階おいては、
実習やボランティアの場は貴重である。どんな保育がしたいか、どんな保育が子どもに
とって望ましいか、子どもの、保育者のどんな姿に魅力を感じるか、目の前の保育を通し
て感じ取ることができる数少ない機会である。学生が個々の実習目的や課題を明確に持ち、
前向きな姿勢で臨むことができる養成校での学びが重要である。
　また実習は、学生が養成校の教員だけでなく、現場の保育者との出会いを通して、自ら
の保育のビジョンや、将来の自らの保育者像がイメージできる機会でもある。実際に目の
前で保育を行い、子どもの絶大な信頼を得ている保育者の行動や言葉の重みはとても大き
い。学生は生き生きと子どもと接する保育者の姿をみて、自らの将来像を重ね合わせるの
である。そのモデルとなる保育者の存在は大きい。保育者育成を目指し、実習のあり方等
について養成校と実習園が意見交換の場を設け、現場と養成校それぞれの思いに気づき、
共通理解のうえ、連携を取り、学生指導に取り組んでいくことが重要である。
　併せて学生は職場での「人間関係」においても不安感が高いことがわかる。昨今相手を
思いやる心や、相手を許す心のゆとりがない人間関係に疑問を感じることがある。教育に
携わる人間の資質として、学生には人間関係の基礎をしっかり学んでほしい。それには学
生自らが体験し、人との大切なかかわりや人の暖かさや嬉しさを実感できる大学時代を過
ごして欲しい。この経験こそが、将来保育者として子どもや保護者と向き合うとき、他の
保育者との同僚性に繋がり、過剰な不安感を持たずに保育職に向かう力になる。そしてこ
のことこそが、保育者の質の向上にも繋がっていくと考える。養成校においては、人間関
係の基礎をもう一度見つめ直した教育のあるべき姿を示すことが重要である。
　学生にとって「保育職への理解」や「保育職への適性感」を知る「職業認知」は重要で
あるが、現状の保育職の厳しい側面を踏まえ、学生が不安感を乗り越えることができる養
成校としての学びが重要である。同時に学生自身人として認められ、子ども達を深く受け
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保育者養成校に通う学生の職業選択要因について
止めていける保育者としての人間性が培われていくことが大切である。
ᶊब職後ʹָ͠Έʹ͍ͯ͠Δ͜ͱ͸ͲΜͳ͜ͱͰ͔͢（ࣗ༝記ड़）
〇子どもと信頼関係を築くこと。子ども達の成長がみられること。
〇子ども達が自分の教育でどれだけ成長し、どれだけ影響を与えられるか楽しみです。
〇実際に担任の先生という立場で子ども達と深くかかわっていけること。
〇子どもと毎日を過ごし、楽しいことも、少し辛いことも一緒に感じること。
〇自分のクラスを持って、子どもに頼りにされること。
〇どんな子どもとかかわれるか、毎日どんな出来事があるか楽しみ。
〇「先生」とたくさん呼んでもらえる保育者になり、信頼関係を築いていくことが楽し
みです。
〇子ども達と一緒に協力しながら色々なことに挑戦し、成長していきたい。特に子ども
達のやってみたいや疑問を少しずつ一緒に解き明かしていきたい。
　学生は様々な不安感を持ちながらも、勿論多くの期待感を持って就職する。この期待感
こそが、明日からの保育を支える力になるのである。初心を忘れず、期待感を持続できる
よう、養成校においては自らが困ったときにどのように取り組み、解決していくかを考え
実行していく自己解決能力と、成功体験を数多く積み、決められた解決方法ではなく、一
人ひとりの個性を踏まえた能力の育成に務めることが併せて重要である。これらの体験が、
負けない気持ちと意欲的な姿勢に繋がると考える。
ᶋอҭ職Λब職ઌͱͯ͠બ͹ͳ͔ͬͨཧ༝Λ教͍͑ͯͩ͘͞（ࣗ༝記ड़）
〇就職間近になった時、自分には子どもに尊敬されるにはまだまだ早いと感じた為、社
会に出てもっと様々な経験を積みたいと思ったため。
〇人を笑顔にすることや、人の役に立つ仕事がしたいと思ったので、企業に決めました。
〇実習してみて、自分に合っていないと思ったので。
〇勉強すればするほど、保育者・教育者の責任の重さを感じ、怖くなってしまった。子
どもはとても好きですが、それだけでなるには荷が重すぎると思った。
〇将来一人立ちを考えたとき、体力面や金銭面を思うと不安に思ったから。　
〇実習で現場の状態をみてがっかりした。保育の実践が全くできず、保育職に魅力を感
じなくなった。
û ．·ͱΊ
　保育者養成校に通う学生の職業選択要因について、学生アンケート調査を基に分析・考
察を進めてきた。結果 4年間の養成校での学びを通して学生の「職業認知」が進み、保育
職への就職に向けて意欲的な側面がみられたが、同時に「職業認知」が進むことで学生の
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不安感が高まり、 4回生では保育職を長く続けたいという希望が 1回生より大幅に減少し
ていることに衝撃を受けた。保育職は激務で、報酬も低いという現状が認知されている中、
人間としての基礎を培う子どもの教育を担う専門家である高い資質を持った保育者を育成
することは保育者養成校としての責務である。幼いころからの希望を胸に入学してきた学
生が、意欲を失うことなく保育者への道を歩んでいけるよう、養成校としては、コミュニ
ケーション力、自己解決能力の育成や、保育者の専門性を踏まえた教育実現についての検
証、実習園との新たな連携関係の構築、人間力を備えた教育のあり方等について検証を行
い、有意義な学びへと繋げていきたい。
　アンケート最後の保育職に就職しなかった理由についての回答をみてみると、保育職に
対して疑問に思ったり、できないと感じたり、悩んだり、自身の将来について懸命に考え
ている様子が伺える。これらの気持ちを感じ、悩んだ学生だからこそ、保育者としての魅
力を有しているのではないかと感じるものがある。養成校では、一人ひとりの学生の思い
や悩みに寄り添い、自らがめざした希望が実現できるような教育を考えていくことが大切
である。
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